
◇防災広場に、ハ
イブリッド電源
街路灯（太陽光
発電＋小型風力
発電）を導入し、
防災広場にて常
時使用するとと
もに、停電時に
も非常用電灯と
して活用する。

環境配慮における取組み内容

【住宅施設】
◇専有部では、高効率ガス給湯器、タッチスイッチ水栓や

節湯型シャワーヘッド、高断熱浴槽、ＬＥＤ照明、複層
ガラスを採用する。なお、断熱等性能等級は４を取得する。

◇共用部では、省エネルギー型の昇降機、省エネルギー型
の立体駐車場（回生電力利用システム）、ＬＥＤ照明、
低公害車カーシェアリングを導入する。

【非住宅施設】
◇非住宅施設については、LED照明、高効率ビル用マル

チエアコンなどを積極的に採用する。

【省エネルギー性能】
◇複合建築物全体として、建築

物省エネルギー性能表示制度
（BELS）の誘導基準である
☆☆☆相当の計画とする。

ＬＲ－１エネルギー
　省エネルギーに関する取り組みを行い、環境負荷の低減を図る。

【配慮項目】
・建物外皮の熱負荷抑制（複層ガラスを採用するなど断熱性
　を向上）
・設備システムの高効率化（LED照明、高効率給湯器等を
　導入。また、太陽光発電システム等の再生可能エネルギー
　を導入。）
・モニタリング（居住者に対して省エネに関する住まい方に
　ついて説明を実施）

ＬＲ－２資源・マテリアル
　省資源、リサイクルに十分配慮した建築物とする。

【配慮項目】
・節水（水栓節水コマや節水型便器を採用）による上水使用量の削減
・躯体材料以外におけるリサイクル材の使用（リサイクル
　資材を積極的に採用）
・部材の再利用可能性向上への取組み（解体時におけるリサ
　イクルを促進する対策を実施）
・有害物質を含まない材料の使用（化学物質排出把握管理
　促進法の対象物質を含有しない建材種別を採用）
・フロン・ハロンの回避（地球温暖化に配慮した断熱材を使用）

ＬＲ－３敷地外環境
　ＣＯ２の削減など、環境に配慮した建築物とする。

【配慮項目】
・地球環境への配慮（CO2の排出量を低減）
・温熱環境悪化の改善（風向きに対する配置や形状を工夫。
　敷地内は緑化を実施。）
・交通負荷抑制（周辺道路が渋滞しないように配慮）
・風害の抑制（立地に対応する風環境のランクを確保）

◇積極的に環境配慮に取り組み、BEE値1.5以上を取得することで、
CASBEE川崎のＡランクの環境配慮とする。

Ｑ－１室内環境
　室内環境に配慮し、長期にわたり優良な建築ストックとなるものとする。

【配慮項目】
・音環境（住宅部において、遮音性の高いサッシ、界壁、界床を採用）
・外皮性能（日射遮蔽性能や断熱性能を確保し、耐熱等性能等級にお
　いて等級４程度を取得）
・昼光率（高い昼光率を実現）
・昼光制御（グレア対策）
・化学汚染物質（化学汚染物質の発生を最小限にするための建築材料
　を使用）

Ｑ－２サービス性能
　機能性に優れ、耐用性の高い建築物とする。

【配慮項目】
・免震・制震・制振性能（制震構造または免震構造を採用）
・躯体材料の耐用年数（劣化対策等級において等級３程度を取得）
・空調・給排水管（更新必要間隔の長い製品や耐久性の高い材料を採用）
・階高のゆとり（住宅の階高は3.0ｍ以上とする）

Ｑ－３室外環境（敷地内）
　広場や歩道状空地を一体的に計画し、緑豊かな空間を創出するとともに、

周辺との調和に配慮したまちなみ、景観の形成を目指す。

【配慮項目】
・生物環境の保全と創出（質の高い豊富な植栽を施し、生物環境の
　保全と創出に配慮）
・まちなみ・景観への配慮（建物の色彩や素材は周辺との調和に配慮。
　街並みの形成、コミュニティの醸成を図る。）
・地域性・アメニティへの配慮（交流や憩いの場を提供し、地域の
　アメニティの向上を図る。）

CASBEE川崎Aランク以上の獲得

◇住宅棟屋上や庇等の設置可能
な部分に、太陽光発電システ
ム（10kW程度、設置面積約
80㎡）を導入し、住宅棟の
共用部の電源に利用する。

タッチスイッチ水栓タッチスイッチ水栓

低公害車カーシェアリング低公害車カーシェアリング太陽光発電システム太陽光発電システム
ハイブリッド電源街路灯ハイブリッド電源街路灯

再生可能エネルギーの導入

●誘導基準（複合建築物）
　一次エネルギー消費量

　非住宅設計値＋住宅設計値
　非住宅基準値×0.8＋住宅基準値×0.9

≦1.0

用途

星の数
住宅

非住宅 用途１
（事務所等、

学校等、工場等）

非住宅 用途２
（ホテル等、病院等、
百貨店等、飲食店等、

集会所等）

☆☆☆☆☆

☆☆☆☆

☆☆☆
（誘導基準）

☆☆
（省エネ基準）

☆
（既存の省エネ基準）

0.8 0.70.6

0.85 0.750.7

0.9 0.80.8

1.0 1.01.0

1.1 1.11.1

ＣＯ２排出量抑制の算定



都市機能における取組み内容

住宅機能の導入

都市型住宅都市型住宅

にぎわいプラザにぎわいプラザ

テラス広場テラス広場

認可保育所認可保育所

◇生活支援施設として、スーパーマーケット、コンビニエンスストア、
カフェ等の飲食店、物販店、金融機関を整備する。

◇既存商店街の個店の再入居を促し、既存の商店街を継承する。

◇１階広場や２階テラス広場に面して、カフェなどの飲食店や物販
店、コンビニエンスストアなどの商業機能を配置することで、
賑わいを創出する。

スーパーマーケットスーパーマーケット

商業機能の導入

子育て支援機能の導入

◇「平成30年度川崎市民間事業者活用型保育所等整備法人（第3次
募集）募集要項」で求められている施設規模以上の、定員60人程
度で園庭を完備した認可保育所を整備する。

◇「川崎市子育て等あんしんマンシ
ョン認定制度」の認定を受け、子
育て世帯、子育てへの理解及び関
心のある世帯等が安心して暮らせ
る住戸を整備する。「川崎市住宅
性能評価推奨等級」を備えた、良
質な住宅を整備する。

◇世代を超えた居住者のコミュニテ
ィを醸成するため、居住者が自由
につかえるラウンジスペースを整
備する。

宅配ロッカー宅配ロッカー

宅配ロッカー機能の導入

◇地域住民が利用可能な
70～100ボックス程度
（需要に応じてユニッ
トを組み替え）の宅配
ロッカーを不特定多数の
人が活用しやすい２階
の回遊動線となる通路
付近等に設置する。

◇緑豊かな広場（にぎわいプラザ）を整備することで、地域住民の交流の場を創出し、植栽帯と一体となった
ベンチを適切に配置するとともに、高低差を解消するための階段を滑らかな形状で設置する。

◇『柿生の里散歩道』の案内看板を設置するなど、散策の起点に相応しい空間を創出する。

◇常緑の高木を適切に配置することで、緑陰空間を創り出し、透水性舗装にすることでヒートアイランド現象
対策を行う。

◇建物周辺部は、段差を無くすとともに、雨天時にも雨に濡れることなく、安全で快適に通行できるよう、建
物外周部に幅約3mの庇を整備する。

◇既存の線路脇通路機能の存続が求めていることから、線路側に幅２ｍ程度の歩行者が通行可能な空間を整備する。

■2階レベルでの賑わいの創出

◇駅前に相応しい賑わいを創出するため、建物２階の駅前広場
を望む位置に、縁辺部に商業施設（飲食店や物販店、従前
の店舗等）を配置したテラス広場を整備する。

◇誰でも利用可能なテーブルやベンチ等を適宜配置するとと
もに、１階から続く大階段とエスカレーターを整備する
ことで、賑わいを創出し、３階へと続く回遊拠点とする。

◇商業施設の来客用駐輪場として
附置義務で求められる台数に対
して、附置義務の倍以上の台数
（約150台に対して約300台分）
を整備する。

◇キッズサポートスタッフ（保育士
資格保有者、子育て経験が豊富な
人など）が常駐しているキッズ
スペースとシェアオフィスが一体
となった“子育て支援機能付き
シェアオフィス”を整備する。

広場・回遊機能の導入

◇雨に濡れずに安全に周辺
地域へ回遊することが可能
となるよう、テラス広場
外周部に幅３ｍ以上の庇
を整備する。

◇駅側に、将来的な通路等
と接続可能な構造の受け
口を整備する。

■１階レベルでの賑わいの創出

◇施設利用者や駅利用者の回遊動線となる部分に賑わいを創出するため、カフェなどの賑わいに寄与するような商業施設を配置するとともに、
歩道と一体となった歩道状空地を整備する。



防災力向上に向けた機能

◇災害発生時における顧客、従業員等の安全確保に重点を置いた
訓練を実施する。

◇近隣の町会や自治会に働きかけ、合同での防災訓練を行える
ようにすることで、周辺地域住民の防災意識の向上も図る。
防災訓練では、マンホールトイレの組み立てや防災備蓄倉庫に
保管されている食料（アルファ化米）を使い、実際にかまど
ベンチで炊き出しを行うことで、災害時に戸惑うことなく防災
器具を利用できるようにする。

◇災害活動に際し、緊急用
ヘリコプターがホバリン
グし、救助活動を行うこ
とができる緊急救助用ス
ペースを建物の屋上に整
備する。

都市防災における取組み内容

◇災害対応の強化として、住宅棟を制震構造または免震構造とする。

震災対策機能

■建物の耐震化

◇給水系統を単独系統とし、自立電源を備えることで災害時にも受
水槽から給水可能であり、排水管継手に耐震フレキシブルジョイ
ントを採用した災害時に帰宅困難者が利用可能なトイレを、防災
広場のマンホールトイレとは別に、共用部２階に整備する。

■災害時にも利用可能なトイレの整備

■緊急救助用スペース

■防災広場
◇災害時に地域住民や帰宅困難者等に開放する「マンホールトイレ」

や「かまどベンチ」を備えた防災広場（約200㎡）を整備し、防災
広場に面して整備する歩道状空地（約70㎡）と合わせて合計約
270㎡を一時退避が可能な空間として整備する。

マンホールトイレマンホールトイレ かまどベンチかまどベンチ

◇居住者用の防災備蓄倉庫を各階
に整備する。

■防災備蓄倉庫

◇建物の２階に防災センター
を整備する。また、帰宅困
難者向けの防災備蓄倉庫は
地下に整備するが、建物の
入口部に止水板等を設置す
ることで、地下への浸水を
防ぐ。

風水害対策機能

防災センター防災センター

■災害時における滞留者や帰宅中の帰宅困難者への対策

非常用発電機非常用発電機 帰宅困難者向け防災備蓄倉庫帰宅困難者向け防災備蓄倉庫

◇歩道状空地（約510㎡）と一体的に利用可能な広場（約
290㎡）、庇により雨に濡れずに退避できる空間（約
290㎡）を整備し、停電時にも使用できるコンセントを
整備することで、災害時に一時退避が可能な空間（約 
1,090㎡）を確保する。なお、２階レベルにおいても災
害時にも利用できるトイレに近接した位置にテラス広場
（約300㎡）を整備し、うち150㎡には庇を設置してい
るため、雨天時にも雨に濡れずに退避できる空間を備え
ている。

◇帰宅困難者向けの防災備蓄倉庫を、建物外部からもアク
セスしやすい場所に整備するとともに、非常用発電機や
太陽光発電機、自立電源型照明等を整備することで、共
用部やトイレ、携帯電話の充電用の電気を供給するなど、
帰宅困難者への対応を強化する。

居住者用防災備蓄倉庫居住者用防災備蓄倉庫

緊急救助用スペース緊急救助用スペース

炊き出し訓練のイメージ炊き出し訓練のイメージ防災訓練のイメージ防災訓練のイメージ



広場の整備

◇防災広場に植栽帯やベンチを配置し、ふれあいプラザとしてちょ
っと一息つけるような空間にすることで、踏切待ちの人が安全で
快適に滞留できるようにする。

都市空間における取組み内容

上麻生216号線・上麻生155号線の拡幅整備

◇上麻生216号線及び上麻生155号線を、道路中心線から6mの位置
まで拡幅することで、幅員2.5mの歩道を整備し、安全な歩行者空間
を創出する。

テラス広場の整備

テラス広場テラス広場

◇テラス広場内に良質な椅子
とテーブルを配置するなど、
人々が集い、語らいやすい
空間を創出することで、賑
わいとコミュニティを生み
出す。

歩道状空地の整備

◇敷地外周部には、幅員4m の歩道状空地を整備し、樹木やベンチを適切に
配置することで、緑陰のある快適な歩行者空間と溜まり空間を創出する。

◇隣接する歩道と同じような舗装とすることで、歩道と一体となった歩行者
空間を創出する。

◇駅前広場に面した歩道状空地は、駅前広場と一体的な空間となるように整
備することで、駅前広場を含む大きな空間を創出し、今まで会場を分散し
て開催されていたイベントを一つの会場で開催することを可能とする。

にぎわいプラザにぎわいプラザ

歩道状空地歩道状空地 歩道状空地及びにぎわいプラザ断面イメージ歩道状空地及びにぎわいプラザ断面イメージ

◇駅前広場を望む位置に約300㎡のテラス広場を整備し、その縁辺
部には、カフェやセレクトショップなどの商業施設を配置するこ
とで、賑わいを創出する。

にぎわいプラザ平面イメージにぎわいプラザ平面イメージ

◇都市計画道路柿生町田線沿いに
整備する広場（にぎわいプラザ）
は、道路と沿道が一体となった
安全で快適な歩行者空間にする
とともに、植栽帯に沿ってベン
チ等を適切に配置することで、
居心地の良い、人々が集いたく
なるような空間を創出し、地域
コミュニティの醸成を図る。

歩道状空地と一体となった設え歩道状空地と一体となった設え




